
「道」

四国の剣山山頂から隣の次郎岌、
さらにその先まで笹原が続いて
いた。上下に大きくうねる緑の
海に、一筋の登山道が見える。
道が続く限りどこまでも歩いて
みたいと思った。
（林弘幸・須磨勤労者山岳会／兵庫）
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■ 遭難対策部 転・滑落事故多数発生 

9月 30日までに届いた事故一報は、40件 40名。今月

の事故原因は、転倒が 16名、体勢 1名、転・滑落が 14

名、虫・動植物が 4名、落石が 1名、その他が 4名。登山

形態は、無雪期が 25名、登攀が 7名、沢登りが 8名。傷

病名では、骨折が 16名、損傷が 3名、打撲が 6名、刺傷

が 4名、捻挫が 2名、その他が 6名。年齢では、20代が 1

名、40代が 5名、50代が 10名、60代が 14名、70代が 8

名、80代が 2名。 

今月は、死亡事故が 1件発生した。剣岳の別山乗越を

経て剣沢に下っていく途中で滑落。ヘリ搬出したが死亡が

確認された。死因は脳挫傷とみられるが詳しい状況は後日

の報告を待ちたい。登攀では槍ヶ岳北鎌尾根で 1.5m 滑

落し更にガレ場を 20m流された事例が発生した。頭蓋骨、

骨盤他を骨折する重傷でヘリ搬出され死亡事故には至ら

なかったが、体力不足なのか技量不足だったのか会での

検証が必要である。沢登りでは遡行中や下山時に躓きや

足を滑らせて転倒する事例が 6件発生している。 

今月は転・滑落が 14件発生した。沢登りで 2件、登攀

で 7件、無雪期で 5件(剣岳・鹿島槍ヶ岳等)縦走中の転

落・滑落事故である。 

転倒や転・滑落の多い下山中の事故は、刻々と変化す

る登山道への注意、視覚的にルートを進めるための分岐

や位置情報への注意、計画自体の下山予定時間に対す

る注意など下山に集中している様々なタスクへの“注意”が

求められる。ただ注意力の影響は個人差もあると思われ、

体力や筋力のトレーニングで反応ができ転倒を回避する

人がいる。日頃より効果的なトレーニング方法の見直しや

体力の改善を行うことが重要。筋力不足を向上させること

が必要である。山での歩き方の見直しも含めて転倒事故

防止を考えて頂きたい。(遭難対策部会 石川 昌)       

■ 基金運営委員会 山岳事故急増中！雪・岩・沢で

5口以上を、冬季登攀・海外登山などには１０口を！ 

登山者の高齢化・登山活動の活発化等で山岳事故は急

増中です。1 月～10 月事故一報申請件数は 331 件。

（2025.10.20 現在）死亡事故は 8 件です。労山基金交付

金で十分賄えないと思われる事故事例が多く発生してい

ます。加入されている口数と交付金を改めてご検討をお

願いいたします。登攀・沢登りの事故では、事故者の治療

に期間を要し高額費用が必要です。海外登山では救助費

用が自己負担となり費用は莫大となっています。速やか

な基金申請審査のため「事故一報 30 日以内の提出」・「登

山計画書の提出日→受理日」・「交付の特典申請の場合標

準コースタイム 5 時間以内根拠（昭文社地図）」の提出

を。労山基金「オンライン説明会」（ZOOM を利用した Web

会議） 11 月 12 日（水）19 時～20 時 30 分（10 月 6日～

10 月 31 日 Web 申込）。会・クラブ基金担当者はもちろん

労山基金に関心のある労山会員どなたでも参加可。基金

運営委員会の審議において申請通りに交付されるケース、

逆に交付の対象外とされる案件などについて説明予定。

事前質問を受付し説明会で回答します。（労山基金運営委

員 岩﨑健） 

海外委員会 『2025 海外山行オンライン交流集会』開

催に向けて（PART 7） 

10 月 29 日開催のオンライン交流集会に向けてタイム

スケジュールを確認した。開始時間は 19：30 からと変

わらないが、21：00 には終了できるように質疑時間を調

整しあらかじめ出されている質問には配布資料の中に盛

り込んでおく、配布資料の中にはトレッキングの日程や

トレッキングルートを表した地図等を盛り込む。集会終

了後に参加者に配布するアンケートの文言も出来上がっ

た。どの位回答があるかは未知数だが、回収したアンケ

ートをどのように活用するかが今後の海外委員会の活動

にとって重要であるとの認識で委員全員が一致した。        

（海外委員：清野嘉樹） 

 

 部・局・専門委員会の活動 
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労山オンライン説明会 
【日 時】11月 12日(水)19:00～     

【開催方法】Ｚ００Ｍ 

ホームページから参加申込をお願いします。 

参加者には個別に URLを送付します。 



■自然保護委員会 第 27 回自然保護講座 in 青森 

 

＜福井県連主幹＞で、第 10 回北信越交流登山を行った。 

福井・石川・富山・長野・新潟の５県で、隔年で行っていた。今夏の福井県連開催で、各県連主幹が

２回ずつ終わった。総勢 48 名が集った。 

記：新潟県勤労者山岳連盟 理事長 鈴木義男 

9 月 27 日(土)～28 日（日）、弘前市岩木青少年

スポーツセンターで「大型風力発電による自然破

壊と健康被害」をメインテーマに第 27 回自然保

護講座 in 青森が行われた。1 日目、13 都府県か

ら 60 名（会場 46 名、WEB14 名）の参加があっ

た。最初に M 夫妻（元秋田県連会員）から風力発

電による被害報告があり、秋田県の風力発電の現

状とそのもとでの健康被害の状況と取組が話さ

れた。記念講演は、佐々木邦夫氏（風力発電を地

域から考える全国協議会共同代表）から「風力発

電が稼働した地域での課題」と題し、北海道での

現状と課題が話された。北海道では、陸上風力が

460 基稼働、その約 4.3 倍の 1,993 基が計画され、

洋上風力も日本海側中心に数多く計画中。稼働中

の 59％が道北にあり、うち宗谷地方は面積で京都

府と同程度だが、そこに 820 基できる。風力発電

による影響は、①風車騒音による影響、②シャド

ウーフリッカーによる影響、③作業道における法

面崩壊、④鳥類への影響（バードストライク）、⑥

魚類への影響（絶滅危惧種）、⑦航空障害灯による

影響など様々な問題が生じている。 

天然記念物で絶滅危惧種のオジロワシのバー

ドストライクが営業開始から 1 年 9 ヶ月の間に

11 件発生している地域もある。地域外からの自

由な経済活動を行う発電業者の利潤追求の場に

なっているのではないか？地域にとってのメリ

ットは？意思決定への住民参加の問題、環境ア

セスの問題、エネルギーの地産地活など課題が

提起された。続いて、7 地方連盟（岩手、宮城、

京都、大阪、徳島、奈良、滋賀）から自然保護活

動の取り組みや大規模開発問題等が報告され、

各地で起きている風力発電やメガソーラ計画な

ども多く出された。質疑・交流では、自然エネル

ギーのあり方や原発に頼らないエネルギー政策

をどうすすめたらよいかなどがだされた。夕食

後の懇親会で交流を深めることができた。2 日目

は、地元青森・岩手県連のお世話で岩木山交流山

行が行われ、40 名が参加した。8 合目のターミ

ナルを出発し山頂から 360 度の眺望を楽しん

だ。山頂からは、日本海側の海岸から平野にかけ

大型風車が林立している状況を確認することが

できた。課題を共有し交流を深めることができ

大変有意義な講座となった。 

  （自然保護委員会 平尾繁和） 

第１０回北信越交流登山       2025.9.27-28 
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no. 発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 事故原因 事故状況 傷病名

1 8/31 岐阜県 64 女性 奥丸山 無雪期 転倒
下山途中、滝谷避難小屋付近のチビ谷の石に乗った時、石がずれてバランスを崩して

転倒し、右手を付いた時にその石の下に手が入り込み手首を負傷。
右橈骨位端骨折

2 8/24 福岡県 65 男性 多良山系 沢登り 転倒 沢登り順番待ち(待機中)しているときに、小枝に足を取られて右足首を捻挫しました。 右足首捻挫

3 8/24 新潟県 53 男性 仙台神室岳 沢登り 転・滑落

沢登りで禿沢を詰めあげて稜線登山道に出て仙台神室岳に向かう途中、枯れ葉で登山

道の窪みが見えず、右足を置いた時にその窪みに入り足首を内側に捻じってしまいま

した。

右足首靭帯損傷

4 8/23 大阪府 49 女性 槍ヶ岳 登攀 転・滑落

計画の遅れなく独標手前の岩場まで進んでいた。進行ルートが尾根から右に少しズレ

てきたので左面にある比較的登攀しやすそうな10ｍ位の岩壁を登攀。1人目は登りき

り、2人目の事故者が上がりきる1.5ｍ位手前で滑落。さらにガレ場を20ｍぐらい下に流

された。

頭蓋骨・頸椎・胸椎・骨盤

を骨折

5 8/4 静岡県 49 男性 鹿島槍ヶ岳 無雪期 その他

小走りで下山したところ右太腿に痛みが出た。過去にも痛みが出ることはあったがす

ぐに気にならなくなっていた、しかし今回は痛みが長引いている。原因は夏山登山の

頻度が上がり疲労が溜まっていた。縦走最終日で疲労が溜まっていた。

筋肉の痛み

6 8/15 兵庫県 57 女性 中山 無雪期 転・滑落

下山中、炎天下の為日傘をさして歩いていた。日傘が木に引っかかったことに気をと

られ、足をひねる。転倒はなし。軽い痛みを感じたが、そのまま下山。数日経過して

も痛みが残るため整形外科受診する。

左足首剥離骨折・靱帯損傷

7 8/29 京都府 67 女性 劔岳 無雪期 転・滑落
剱岳から前剱大岩からの下山途中、岩のガレ場でバランスを崩して転倒、5ｍほど転

落。県警の救助要請し、ヘリコプターで搬送され受診。

右外耳裂傷・右眼瞼打撲・

右肩と左下肢外傷

8 9/4 滋賀県 55 女性 画栃山 無雪期 その他
下山途中、前を歩く人がザックで引っ掛けた木の枝が跳ね返ってきて右眼にあたっ

た。
眼球打撲

9 8/28 福岡県 76 男性 赤牛岳 無雪期 転・滑落 事故者が登山道の端の落葉を右足で踏み5m程滑落した。
右上腕・左腕の打撲、顔・

体の擦り傷

10 9/6 千葉県 55 男性 小川山 登攀 転・滑落 小川山物語リードクライミング中に5m程落下　落下中左足首を岩にぶつけた。 左足首圧迫骨折

11 8/30 埼玉県 51 女性
タル沢悪沢～井戸沢下

降
沢登り 転倒 下山中に転倒し、手をついた時に小指を打撲した。 左手小指骨折

12 9/7
道央地

区
64 女性 奥立岩 登攀 転・滑落

銀盤に登ろうとし、1.5m位の棚に上がって左上の1ピン目にヌンチャクを掛けようとし

たところ、右足が滑り、右手で支えきれず地面に滑落した。
右臀部打撲・顔面打撲

13 8/6 東京都 58 女性 燕岳 無雪期
虫・動植

物

下山中、小さな虫が顔にまとわりつく。家に着くと額と両頬に虫に刺された跡があ

り、額は既に刺された周りが半径２～３㎝で腫れていた。
虫刺症

14 8/21 千葉県 81 男性 乗鞍岳 無雪期 転倒 乗鞍岳下山後、バス停までの林道の砂利道で、砂利に足を取られ、足首を捻った。 左足首骨折

15 8/28 京都府 74 男性 笠形山（播磨富士） 無雪期 転倒
仙人滝コースを下山中、平坦な道でしたが粘土質だったので、左足が滑り後ろ向きに

転倒した。
肋骨骨折

16 9/1 東京都 69 女性 奥穂高岳 無雪期 転倒

上高地から岳沢小屋に向かう前穂高岳登山道のそこそこの急登個所で足元の岩を踏み

はずして、仰向けに転倒。その時点では、臀部と脇腹を打撲した気がしたが無痛のた

め、登山を続行したが、夜中に痛みが出た。

第9番・10番肋骨骨折

17 9/7
神奈川

県
70 男性 光岳 無雪期 その他

4時40分光小屋発、イザルガ岳、ガラ場、三吉平、易老岳まで岩田は順調。しかし易老

渡への下山道に入って徐々に遅れ始め面平過ぎから荷物軽量化し、他のメンバーが分

担。しかし易老渡まで約40分のジグザグ急登途中で行動不能となった。一次的に意識

障害をおこし、救助を待つ間徐々に回復したが、15時ころ救急隊員に背負われ救助さ

れた。その後芝沢から救急車で病院に搬送された。

過労・熱中症・意識障害・

行動困難

18 9/12 富山県 69 男性 剱岳 無雪期 転・滑落 室堂より別山乗越を経て劔沢へ下って行く登山道から約３０m滑落。 脳挫傷により死亡

19 9/4 宮城県 69 女性 天童高原 無雪期 転倒
天童高原から面白山高原駅に向かう登山道の急坂を下りていたところ、使用していた

ストックが破損しバランスを崩して転倒し右手を付いた。
右橈骨遠位端骨折

20 8/30 東京都 68 男性 実川硫黄沢 沢登り 転倒 幕営予定地付近で周りの状況を確認しながら歩き一瞬視線を外した際、転倒し負傷。 右足首アキレス腱断裂

21 9/13 福島県 64 男性 佐武流山 沢登り
虫・動植

物
沢登り中に蜂に刺された。 蜂に刺された

22 9/7 福岡県 56 女性 鉾岳 沢登り 転倒

鉾岳沢の沢登り到達点まで終了し、一般登山道を下山中、転倒し受傷した事故。 下山

道は幅40㎝程度の山土のほぼフラットで木根に躓いたもの 周囲には『ギクッ』と音が

し事故者は転倒 。チームメンバーのサポートを受けながら下山し、受信した。

右足関節捻挫・右アキレス

腱周辺炎・左膝部打撲傷

23 9/13 兵庫県 67 男性 六甲山 無雪期 その他

地獄谷の岩場歩きで岩を素手でつかむ場面が多々あった。そういう動作の中で突き指

までには至らないまでも、岩に指を突き立ててしまう動作があった。当日は何の異常

もなかったが、翌日の9/14、左手薬指の第1関節が曲がったまま伸ばすことができない

状態になっていた。9/17整形外科を受診し腱性マレットと診断され、関節を伸ばすた

めの装具を装着した。

腱性マレット

24 9/15 愛知県 74 女性 城山・児野山 登攀 転・滑落

福島城址の手前5メートルの登り斜面で、黒スズメバチの大群に襲われ、手の甲と首筋

を10箇所以上刺された。アナフィラキシーショックを起こし、地面に倒れこんで、動

けなくなった。何人かで横向きに寝かせて名前を呼んだが、返答なし。しばらくした

ら、意識が戻ったが、救急要請した。

蜂によるアナフィラキシー

ショック

25 9/18 和歌山県 58 女性 六甲山 登攀 転・滑落

朝9：30頃からクライミング開始。１本目、通称バリエーションＡルート、２Ｐ目、上

部核心部で落下（セカンド）、ビレイ（オートブロック）で止めたが、下山後、足の

かかとが痛みはじめ、和歌山で受診。左踝骨折（４Ｗギプス）固定となった。

左踝骨折

9月1日から30日までに届いた事故一覧
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26 8/31 東京都 22 男性 唐松岳 無雪期 転倒 下山中、滑って転び曲がった膝に体重をかけてしまった 半月板損傷

27 9/7 東京都 54 女性 宝川　ナルミズ沢 沢登り 転・滑落 沢を遡上中、釜を避け崖を登り、スリングを使って沢に降りる際、転落した。 ムチ打ち（首・背中）

28 9/8
和歌山

県
64 女性 北八が岳 無雪期 転倒

縞枯山荘前の木道を歩いている時、右足を木道の隙間に踏み外しそのまま右側に転倒

した。転倒の際、ストックの持ち手部分が右胸に当たり痛みを感じた。帰宅後あまり

に痛みが取れないため病院で診察した結果、肋骨3本の骨折が判明した。

右肋骨骨折3か所

29 9/13 京都府 74 女性 金勝アルプス 無雪期 体勢

落ヶ滝を過ぎたあたりから鶏冠山への分岐の所までの間では岩場の急登が続きロープ

を使ったりよじ登ったりと両手を使うことが多かった。分岐あたりでは右肩に違和感

があった。用心して鶏冠山や天狗岩には登らず下山した。その日の夜から右肩が痛く

なり、後日整形外科で受信をすると腱板断裂と診断された。

肩腱板断裂

30 9/14 奈良県 49 女性 銚子川水系光谷右俣 沢登り 落石

当該滝を巻くためトップが約10ｍの壁を登攀→上部テラスにてロープをFixした。次の

登攀者である受傷者が登攀中に上部テラスから直径30㎝ぐらいの岩が落下し、受傷者

は避けきれずに右脇下に当たった。タイブロックで空中停止した受傷者を降ろした。

その後受診した。

肋骨骨折

31 9/14 香川県 44 女性 大崩山 無雪期
虫・動植

物

登山道脇に巣があったと思われるが、気づかずに通過した為、オオスズメバチに手足3

か所刺をされた。直後に発疹、吐き気等があり、アナフィラキシー症状が疑われた

為、持っていたエピペンを注射した。救助要請後、ピックアップ可能地点まで自力歩

行し、上空の開けた渡渉地点でヘリコプター救助された。

蜂刺されによる症状

32 9/17 埼玉県 66 女性 ニュウ 無雪期 転倒 工事用道路の砂利道で左足を滑らせた時、右足首を捻った。 右足首骨折

33 9/21 神奈川県 52 女性 小川山 登攀 転・滑落
「コグレ大サーカス」の3ピンから4ピン目の間で滑落した際、右足踵を強打。その際にアキレ

ス腱を断裂。
アキレス腱断裂

34 9/22 道央地区 44 男性 天人峡 登攀 転・滑落
登攀時、手がかりにした岩の崩壊とともに、墜落。途中にあるテラスに体をぶつけ、

体の痛み。裂傷あり。
打撲

35 9/6 埼玉県 78 女性 茂倉山 無雪期 転倒

茂倉岳から蓬ヒュッテに向かう下山路途中、下山路は腰付近まで伸びた一面の笹原、

一部樹木が頭上に繁茂した登山路で、登山路を覆う笹の為地面が見えず歩行時足を取

られて尻もちをつき、運悪くそこにあった岩に尻を打ち付けつけた。

尾骨骨折

36 9/11 京都府 77 女性 八甲田山 無雪期 転倒 予定下山時刻より遅れていたため、焦っていた。木道で転倒し右手を強打。 右手第四指五指中手骨骨折

37 9/21 滋賀県 72 女性 釈迦岳 無雪期
虫・動植

物

山頂近くの木の下で立休憩しているときに、首元に蜂が落ちる。痛いと叫んだ時に、

木から蜂が飛び出し、蜂がいることに気が付いた。リュックを木の下に置いて逃げた

ので、リュックを取り戻すために、蜂に刺される。一時間後にリュツクを掘り投げ蜂

から離れることができた。体調に異変はなかったので最短距離で下山する。両腕は。

パンパンに腫れたていたが、翌日に皮膚科を受診する。

虫刺され（蜂）

38 9/23 大阪府 62 男性 鹿島槍ヶ岳 無雪期 転・滑落
種池山荘より柏原新道を下山時、登山口より約200mの地点で谷側の縁石に足をかけた

ところ、縁石が崩れ約20ｍ滑落。
右橈骨遠位端骨折

39 9/23 群馬県 64 女性 乾徳山 無雪期 転倒

乾徳山から太平牧場（乾徳山登山口）に向かって一般登山道を下山中、樹林帯の露出

した根の部分を避けてザレ場の部分に足を置いたら石が転がりバランスを崩して尻も

ちを着いた。同時に左手を岩に着き手首に痛みが有った。自力下山した。翌日に手首

に痛みがあった為、受信した結果、「橈骨遠位端骨折」と診断された。

橈骨遠位端骨折

40 9/7 東京都 60 女性 ハマイバ丸 無雪期 転倒 ハマイバ丸から下ったところで、木の根を踏み滑って転倒し、右手をついた。 右手負傷

事故一報の受領順で掲載

年齢 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計 形態 無雪期 積雪期 人工壁 山スキー 登攀 沢登り 訓練 海外トレッキング 合計

男性 1 0 2 2 6 3 1 0 15 男性 9 0 0 0 2 4 0 0 15

女性 0 0 3 8 8 5 1 0 25 女性 16 0 0 0 5 4 0 0 25

合計 1 0 5 10 14 8 2 0 40 合計 25 0 0 0 7 8 0 0 40

原因 転倒 転・滑落 体勢 落石 虫・動植物 病気 下山遅れ その他 合計 傷病 骨折 打撲 捻挫 断裂 刺傷 脱臼 損傷 その他 合計

男性 5 6 0 0 1 0 0 3 15 男性 4 2 1 1 1 0 2 4 15

女性 11 8 1 1 3 0 0 1 25 女性 12 4 1 2 3 0 1 2 25

合計 16 14 1 1 4 0 0 4 40 合計 16 6 2 3 4 0 3 6 40

その他:疲労2、眼球打撲1、腱性マレット1 その他: 筋肉の痛み1、眼球打撲1、熱中症1、腱性マレット1、蜂によるアナフィラキシー1、死亡1
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No. 地方連盟 口数等 事故発生日時 山域・山名・場所 山行形態 事故原因 事故状況 傷病名
入通院日数

死亡数

1 岡山県
40代男性

1口

2024/08/25

12:20頃

中国・四国その他

山乗渓谷　神々の遊び場

（県道まで150ｍ地点）

沢登り

入水ポイン

トが少しず

れたと思わ

れる。

ガイドの指示で滝つぼに飛び込んだ時、下に岩があり左膝を強打した。本人の意識は

しっかりしていました。水中だったので岩の上にあげて膝の固定をしました。ガイド

の手配でヘリコプターで山の下まで搬送し、その後救急車にて搬送されました。

左膝蓋骨骨折・左大腿

骨外顆骨軟骨損傷

入院130日

通院50日

2 奈良県
50代女性

5口

2024/09/15

08:30頃

北ア　剣・立山周辺　	

劔岳　	標高1350m付近
無雪期登山 転・滑落

早月小屋から午前6時頃に下山開始し標高1350m付近で木の根道の谷側を歩いている

時に足を踏み外し谷側に50mほど滑落した。

全身打撲

左橈尺骨遠位端骨折

左前腕開放＆肋骨骨折

入院22日

通院50日

3 岩手県
60代女性

5口

2024/09/29

10:05頃

秋田駒・岩手山系

岩手山新道の三合目
無雪期登山 転倒

新道を下山中の三合目手前、登山道を大きな岩が覆っている場所で左足を着いたとこ

ろ滑りバランスを崩して転倒。歩行が困難な状態と判断し防災ヘリで救助された。
左脛骨腓骨遠位端骨折

入院39日

通院20日

4 神奈川県
20代女性

10口

2024/10/06

13:30頃

越後三山・越後駒ヶ岳

水無川北沢右俣左沢
沢登り 転・滑落

遡行後、同左沢を下降していた。途中のゴルジュ内にある4m程度の滝を、M氏に続い

て巻き下っていたところ足を滑らせ、手に持っていた草もちぎれたため、滝下まで7m

程度落下。顔面を沢床の石に強打し骨折した。

右眼窩底・内外側壁・

右上顎骨＆右頬骨骨折

右上切歯脱臼埋没等

入院5日

通院27日

5 大阪府
50代男性

10口

2024/09/19

13:00頃

六甲系　烏帽子岩

いないいないばー
登攀 転・滑落

烏帽子岩のいないいないばー(5.10a)をリードで登っていたところ、2ピン目で転落し

た際にクイックドローを掴んでしまい右手を裂傷してしまった。

右手人差し指親指付近

の裂傷
通院6日

6 東京都
50代女性

5口

2024/10/20

14:00頃

丹沢・道志

権現山（マスキ嵐沢）

西沢へのルート930ｍ付

近

沢登り 転・滑落

当日マスキ嵐沢の沢登りを終えてそのまま権現山のピークを踏んだ後折り返して西沢

から西丹沢ビジターセンターへ下山する途中であった。班単位で下山途中1000ｍ付近

の下り斜面で事故者が浮石を踏みバランスを崩い、左斜面(北西方面)に滑落した。意識

はあり会話も成立したが本人は痛みで動けないため痛み止めを服用してもらい保温と

声掛けに努める。下山した１名が本隊と合流し事情を説明し救助要請を行った。警察

消防が対応し当日中に負傷者を登山道まで引き上げ西丹沢ビジターセンターまで搬送

し救急車にて病院に翌21日2時ころ収容。

胸腰椎圧迫･右肩･鎖骨･

左手首･右足踝＆踵等骨

折18本

全身打撲

入院117日

通院50日

7 埼玉県
60代女性

1口

2024/10/20

11:20頃

尾瀬・至仏山

鳩待峠からの登山道 オ

ヤマ沢付近

無雪期登山 転倒
オヤマ沢付近の少し下り傾斜の湿った木道で滑って転倒、その際に左手をついて手首

を骨折した。

左橈骨下端骨折・左肘

＆左肩挫傷・左股関節

捻挫

通院50日

8 東京都
50代男性

3口

2024/11/24

08:30頃

西上州・妙義

妙義山大の字から奥の院

への登り

無雪期登山 転・滑落 鎖の岩場をトラバース中に足を滑らせ10mほど滑落。

骨盤・右踝骨・左脛骨

＆左橈骨遠位端骨折・

膀胱損傷

入院110日

通院27日

9 兵庫県
50代女性

3口

2024/12/19

14:00頃

近畿地方その他

北山　北山の下り
無雪期登山 転・滑落

北山から下山中落葉で滑り転倒し、4メートルほど滑り落ちた。左足をくじき、前額部

を立木にぶつけた。
全額部挫創 通院4日

10 福岡県
60代男性

5口

2025/1/18

11:00頃

九州　三郡山

若杉山から三郡山への縦

走路途中

積雪期登山 転倒 縦走途中に足が滑り右足首に傷が生じた。 右足関節蜂窩織炎
入院9日

通院28日

11 東京都
50代男性

5口

2025/01/25

10:30頃

南ア　芦安の氷瀑

芦安 カモシカルンゼ
氷瀑 転・滑落

カモシカルンゼ1P目リード登攀中に転落。氷壁に右ひざを打ち付ける。負傷により自

力移動が不可能なため救助要請。県警ヘリにてホイスト。
右脚膝蓋骨骨折

入院4日

通院30日

12 岡山県
60代女性

1口

2025/02/09

10:30頃

中国・天狗山

岡山県備前市日生寒河
無雪期登山 転倒

下山中岩下25cmの段差が濡れた箇所で左足が滑り転倒。右下肢の痛みが有り自力での

起立不能となり救助要請。医療従事者同伴のため固定し下山。病院に入院治療。
右脛骨腓骨遠位端骨折

入院40日

通院22日

13 岡山県
70代女性

5口

2025/04/27

10:30頃

中国・深山

玉野市　深山公園
無雪期登山 転・滑落

子供広場付近で谷側に転倒し、下にあった枯れ枝が左足のスネに刺さった。はい上が

ろうともがいていたら枝が折れ歩行不能。病院を受診し入院となった。

左下月退深在性皮膚感

染症

入院18日

通院7日

14 福岡県
70代男性

5口

2025/05/23

12:30頃

近畿地方その他

雪彦山　天狗岩
無雪期登山 転・滑落

大天井岳を過ぎて、ルート傍にあった天狗岩に登ろうとして2～3ｍ滑落した。その場

で手当して山行は継続し、予定通りのルート自力下山した。

打撲・擦過傷（両膝・

右上腕・差肩）
通院8日

労山基金　2025年9月交付認定の一覧
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15 大阪府
60代男性

5口

2025/05/31

11:30頃

石鎚山周辺　石鎚山

三の鎖の取りつき
無雪期登山 転倒 三の鎖の取りつきで足が滑り細い鎖を起点にくるりと回り肩を強打しました。

右肩関節脱臼

右肩甲骨関節窩骨折
通院6日

16 宮城県
70代女性

5口

2025/06/14

10:00頃

東北その他　禿岳

花立峠から山頂の間
無雪期登山 虫・動植物

下山後、自宅に戻り体を確認したところ、マダニを確認し、病院で切除の処置をし

た。次の日処置個所の確認のため再診を受けた。

左腕・肘の下・外側マ

ダニ咬み傷
通院2日

17 東京都
70代女性

5口

2025/06/21

14:00頃

富士山と周辺

三つ峠山荘管理地
無雪期登山 虫・動植物

三つ峠山での自然観察の後、アツモリソウの保全活動を行う。防虫対策をしたが、虫

に刺され。かゆみ止め軟膏をもらい対処。翌日の活動には参加し帰宅後、受診する。
虫刺され 通院2日

18 東京都
30代女性

10口

2025/06/23

21:20頃

海外　ワスカラン山

Huascarán Sur　6,600

ｍ地点

海外登山 凍傷

山頂稜線に近づいた後、I氏は6,600m 付近で極度の疲労と低体温症に陥り、動けなく

なった。救助要請。事故者は救助隊とともに4500m の避難小屋まで下山。下山は、初

めは自力歩行したが途中からは自力歩行が困難になり救助隊により搬送となった。避

難小屋のある場所よりヘリで麓の病院に搬送。

凍傷

19 奈良県
50代男性

3口

2025/06/28

13:30頃

比良山系

白滝谷下山道
沢登り

落石（落

氷）

登山道をロストし岩のガレ場を下っている時に手を置いた上部の岩が手を乗り越え転

がり落ちた。その際、左人差し指,中指を裂傷。帰宅後、病院受診。
左手第二・第三指裂傷 通院10日

20 長崎県
60代女性

5口

2025/07/06

12:00頃

九州　多良山系

郡川八丁谷左俣
沢登り 転・滑落

2mの小滝を登り上がる際左膝をひねり違和感と痛みを覚え、そのままズルズルと落

下。翌日受診。左膝外側の靭帯損傷との診断を受けた。
左膝靭帯損傷 通院5日

21 道央地区
50代女性

3口

2025/07/06

14:00頃
ニセコ系　羊蹄山 無雪期登山 虫・動植物 下山後の温泉入浴中に左肩背中側と脇の中間にマダニ発見。病院を受診し除去。 マダニ咬傷 通院1日

22 東京都
50代女性

5口

2025/07/05

15:30頃

尾瀬・燧ケ岳

燧ケ岳山頂から見晴に下

る道中の8合目付近

無雪期登山 虫・動植物

小さな虫が群れて飛んでいて、防虫していたが、額、と目の周りを複数個所刺され

た。宿でも、ヌカカがいるとの注意を受けていたが、夜にも数か所刺された。虫刺さ

れの薬を塗布したが、かゆみがあり、翌朝には頬から上の広範囲で腫れあがった。

虫刺性皮膚炎 通院1日

23 京都府
60代男性

3口

2025/07/19

14:50頃

比良山系　コヤマノ岳

中峠からの下り：ヨキト

ウギ谷の沢道（右岸）

918ｍ

訓練 転倒

右岸から左岸に3ｍ弱沢を渡渉した後、平坦な右岸の道を下ろうとしたところ、バラン

スを崩して、左前方の沢水溜りに左半回転してダイブする。頭部が水面に一瞬埋ま

り、左頭頂部を石にぶつけて出血する。傷口にバンドエイドを当て、手ぬぐいで鉢巻

をして固定する。他に、痛みなく、下山。

左頭頂部切り傷 通院3日

24 兵庫県
50代男性

5口

2025/07/05

12:00頃

比良山系　八池谷

八池谷
沢登り 転倒

川床を歩行中にバランスを崩した際、川底の岩の間に左足のつま先が入り無理な力が

かかったもの。

左第１中足趾節間関節

内側側副靭帯の損傷
通院2日

25 埼玉県
70代男性

10口

2025/07/19

11:00頃

出羽三山・門内岳

丸森尾根1700m付近
無雪期登山 転・滑落

門内岳へ向かう途中の雪渓で滑落した。土で止まったが硬い雪をお尻で滑ったため擦

過傷となった。
左右臀部擦過傷 通院5日

26 東京都
60代女性

5口
2025/7/9

富士山と周辺

明神ヶ岳～金時山 無雪期登山 虫・動植物
最乗寺から明神ヶ岳に登り矢倉沢峠を回って仙石原に下りてきた。自宅に着いてズボ

ンを脱いだところ、右足の脛にマダニが付いていて翌日皮膚科を受診した。
ダニ咬傷 通院3日

27 岡山県
70代女性

5口

2025/07/23

12:00頃

中部地方　裏志賀山

裏志賀山から四十八池湿

原へ

無雪期登山 転倒

下山中、ストックは右に１本持っていた。急坂の段差は３０センチ位あった。右足を

下ろした時、石車に乗り左側に体が回転した。左側の額を打撲。同行していた看護師

が対応し、消毒・止血手当済み。後日、病院受診した。

左額上部打撲・左脇腹

打撲・頭部打撲
通院3日

28 東京都
40代男性

10口

2025/08/16

10:00頃

穂高周辺　北穂高岳

滝谷クラック尾根
登攀 転・滑落

滝谷クラック尾根の1ピッチ目をセカンドで登攀中、上部で落石が発生し頭部に直撃。

更に落石によりハーネス手元のロープが切断し60m程転落した。
多発外傷により死亡 死亡1名

29 兵庫県
70代男性

10口

2025/08/17

16:00頃

南ア　鳳凰三山

薬師岳小屋手前の砂払
無雪期登山

左ふくらは

ぎ肉離れ

薬師岳小屋手前砂払いの登り岩を跨いだ時左ふくらはぎが伸び、激痛。そのまま、薬

師小屋に下る。
左足ふくらはぎ肉離れ 通院16日

30 東京都
70代女性

5口

2025/08/22

19:00頃

日高山系

ｶﾑｲｴｸｳﾁｶｳｼ山

札内川七ノ沢出会付近

沢登り 溺死
22日夕刻に増水した札内川を渡渉している最中に溺死したものと推定される。23日14

時に遺体発見。事故発生日時も推定。
溺死 死亡1名

※口数等：（団＝団体口数、（個＝個人口数、表記がないものはすべて個人登録のみ

★交付特典：①一般登山道、②標高2000メートル以下、③標準コースタイム５時間以内、④日帰りの要件に該当するもの、⑤岩場・沢・雪山・海外は含まない場合は

定められた交付率の３倍を交付します。ただし、通常交付の10口分を交付の上限額とします。（労山基金規定・細則-３）
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▪ 壁掛けタイプ（壁掛け時のサイズは 364mm×515mm）3 つ穴 

▪ B4 中綴じ・28 ページ      ・カレンダーは日曜始まり 

188 点から選出された写真 13 点で綴る労山オリジナルのカレンダー。ご注文受付後、順次

発送します！ 

※労山会員は、価格・申し込み方法について所属会・連盟へお問い合わせください。 

■労山会員の申込（地方連盟・山岳会の担当者からのご注文） 

▪ 価格・申し込み方法などについての案内を各地方連盟に送付しました。 

▪ 地方連盟や会のご担当者は、https://forms.gle/AfPpFAso7hua5hdi9  

からご注文ください。 

▪ メールアドレスがない場合は必要事項（①地方連盟または会・クラブ名 ②氏名 ③ご住所 ④電話

番号 ⑤注文部数）を明記して、FAX で送信してください（FAX：０３－３２３５－４３２４）。 

■個人（労山会員外）の申込 

▪ １部 1,550 円／２部 2,760 円／３部 4,100 円／４部 5,100 円（送料・税込） 

▪ ５部以上については発送地域・部数によって送料が変わりますのでお問い合わせください。

労山事務所で受け取る場合は 1 部 1,000 円（当日精算） 

個人購入の申込方法 

▪ 送付先（氏名・郵便番号・住所・電話番号）を明記して送金してください。 

▪ 送金先：郵便振替口座 00180-0-212568 日本勤労者山岳連盟事務局 

▪ 入金確認後に発送します（お急ぎの場合は送金後にご連絡ください） 
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